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高卒程度公務員試験をめぐる現実とは？

最近、マスコミなどを通じて「公務員試験の受験者が減り、受かりやすくなっ

ている」といった報道をよく見聞きします。これは本当なのでしょうか。

いま、大卒程度公務員試験では受験者数の減少が深刻な問題と捉えられています。受験者を確保するために試験を平易化、

多様化する動きがここ数年の間に急激に進んだ結果、公務員試験をめぐるこれまでの常識はほとんど通じなくなってしまい

ました。「受験者数の激減」や「人気低下」がニュースになっているのは、

あくまでこの大卒公務員試験についてなのです。

一方で、公務員試験のもうひとつの柱であるはずの「高卒程度試験」のほうは、

ほとんど報じられることがありません。
高卒程度試験に焦点を当ててみると、大卒程度試験とはまた違った光景が見えてきます。

TOPIC①



高卒程度公務員試験の試験チャンス

大卒程度公務員試験では試験回数の複数化・試験制度の複線化が進んでおり、同じ自治体や職種

を自分の好きな時期に受けられる・同一年度に２回以上受けられるといったケースもいまでは珍

しくありません。一方、高卒程度公務員試験の受験チャンスは大半の

場合、同じ年度で１回だけ。また市役所の事務職の場合、ほとん

どの自治体が大卒程度試験は実施する一方、高卒程度試験は実施

しないことにも注意が必要です。

TOPIC②

まとめると…

大卒程度試験では受験チャンスが多くあるのに対し、高卒程度試験は受験

回数が限られてしまうということ。したがって、併願戦

略をしっかり立て、計画的に受験することが求められま

す。



高卒程度公務員試験の内容

高卒程度公務員試験では…

教養試験＋作文＋面接

といった従来の試験スタイルがいまも主流です。大卒程度試験で急拡大している民間適性検査

（SPI3など）の導入はあまり進んでいません。つまり、急激な変化を遂げつつある

大卒程度公務員試験とは対照的に、高卒程度公務員試験のほうで

は従来のスタイルがおおむね維持されており、特別な受験対策を

要する状況がまだ続いているのです。

TOPIC③



高卒程度公務員試験を受験する人とは

大卒程度試験では試験内容の平易化・複線化が大胆に進められた結果、最近は民間企業との併願

や転職を考える社会人など、必ずしも公務員を第一志望としているわけではない受験者もかなり

増えています。

一方、高卒程度試験はもともと年齢制限の幅が狭いこともあり、高校３年生を中心に特定の年齢

層の受験者が集中します。『高校生は「就職」組、「大学進学」組、「公務員試験」組……と進

路ごとにはっきり分かれて行動する傾向が強いことも考慮に入れると、高卒程度試験においては、

しっかり対策をしてきた受験者、言い換えれば

⇒本気度の高い受験者が多いと考えるべきでしょう。

TOPIC④



高卒程度公務員試験の合格倍率について

主要な自治体の試験（事務職・公安職）のデータを見てみますと、高卒程度試験での採用予定数

が比較的少なく絞られていることも影響し、近年は高卒程度の倍率が大卒程度の倍率をかなり上

回る傾向が続いています。

TOPIC⑤

※参考：2023(令和5)年度における合格倍率



筆記試験の一次合格倍率について
TOPIC⑥

特別区職員

Ⅲ類
(高卒程度/事務)

1次受験者数
2058名

1次合格者数
1039名

一次通過倍率

1.9倍

東京都職員
※Ⅰ類Bは一般方式と新方式を合算

Ⅲ類
(高卒程度/事務)

1次受験者数
617名

1次合格者数
194名

一次通過倍率

3.1倍

警視庁警察官
※高卒程度は2回の試験を合算

Ⅲ類
(高卒程度)

1次受験者数
男性：2133名
女性：815

1次合格者数
男性：1281名
女性：521

一次通過倍率

男性：1.6倍
女性：1.5倍

東京消防庁消防官
※Ⅰ類は1回目・2回目の試験を合算

Ⅲ類
(高卒程度)

1次受験者数
2594名

1次合格者数
915名

一次通過倍率

2.8倍

一次試験の時点で、本気度の高い受験生の半分以上が不合格となることがわかります。

受験者数の内、1次試験の不合格者数は数百名～数千名以上というのが現状です。



教養試験の科目について
TOPIC⑦

公務員試験で出題される科目の中には、学校で習わないものが複数含まれます。

高校までに学習する科目

文章理解：現代文読解、英文読解

自然科学：数学、物理、化学、生物、地学

人文科学：世界史、日本史、地理、文学、

芸術、思想

社会科学：政治、経済、社会、国際(時事

問題)

公務員試験に特有の科目

数的推理

判断推理

空間把握

資料解釈

計21科目
科目数を見ると高校で習うものが多いのですが、

実は、出題される問題数自体は公務員試験特有の科目が約半分を占めています。



教養科目の出題例
TOPIC⑧

〈数的推理・資料解釈〉 〈判断推理〉

※解答は最後のページに記載しております



TOPIC⑨

教養試験を突破するコツ❶

公務員試験(筆記)合格のボーダーラインは正答率60％～70％と言われています。

公務員試験は出題科目が多く、時間も限られているため、全科目に同じように力を入れて勉強することは

できません。

それではどの科目に力を入れればいいのでしょうか。

まず力を入れるべき科目は出題数の多い政治、経済、社会、文章理解、

数的推理、判断推理となります。次に、空間把握、資料解釈です。

以上の8科目が力を入れるべき科目で、全体に占める出題科目の割合は60％～70％です。



TOPIC⑩

極端に言えばこの8科目が全問正解であれば合格のボーダーラインといわれる60％を

越すことになります。

つまり、この8科目の正答率が高ければ高いほど、その他の13科目からとらなければいけない得点が少

なく済みます。反対に、この8科目の正答率が低いと、13科目からと

らなければいけない得点が多くなり、効率が悪くなってしまい

ます。

受験先によっては教養試験に加え、適性試験や作文試験もありますので、

昨今の公務員試験の傾向を踏まえると、面接試験の対策に割くべき時間が増してい

るので、一次試験(特に教養試験)を効率よく突破する必要があります。

教養試験を突破するコツ❷



高卒程度公務員試験を制する人とは

筆記試験(一次試験)通過後に面接対策を始める受験生がいらっしゃいますが、多くの場合、

1～2週間程度の対策では二次試験通過、つまり最終合格までたどり着く

ことはできません。

公務員試験を制する人は、

早期から多くの受験先の情報を集め、志望度や自身の魅力を言語化し、

面接官にしっかりと伝えられるよう日々鍛錬しているのです。

よく保護者の方から「うちの子は人と話すのが苦手で面接は大丈夫でしょうか…」とご質問をいただき

ますが

どんなに話すことが苦手な方でも早期から対策を行えば、質問に対する

着地点のずれた回答とならないスキのない返答に仕上げることが可能なのです。

TOPIC⑪



公務員試験の現状まとめ

・大卒程度試験は大きく変化しつつあるが、高卒程度試験の試験内容はそれほど変わっていない。

多くの場合、従来の公務員試験のスタイルがまだ維持されている。

・受験チャンスは大卒程度試験よりも高卒程度試験のほうが少ない。

・地方公務員試験では、大卒程度試験よりも高卒程度試験の倍率の方が高い傾向がある。

・例年、本気度の高い受験生だとしても一次試験で半分以上不合格となる。

そしてその数は、数百名～数千名以上にのぼる。

・出題数の多い科目(や分野)を把握し、効率よく学習すべき。

・大卒程度試験より高卒程度試験のほうが受験者の本気度は総じて高いと考えるべき。

・ウエイトが非常に高まっているため、面接対策は早期からを行うべき。

TOPIC⑫

以上から

高卒程度公務員試験では（高卒程度公務員試験こそ）試験内容に

合わせた緻密な対策が欠かせないと私たちは考えています。

最後までご覧いただき誠にありがとうございます。ぜひ皆様の受験の一助となれば幸いでございます。

※出例題解答〈数的推理 No.1④/No.2⑤/No.3③〉〈判断推理 No.1⑤/No.2④/No.3①〉


